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  上野幌・青葉地域小規模校検討委員会  

上野幌・青葉地域 南側部会 ニュース 

上野幌・青葉地域小規模校検討委員会はこれまで地域の４つの小学校を対象に検討してきました。28 年９
月からは議論を深めるために、北側部会（上野幌小学校・青葉小学校）と南側部会（上野幌西小学校・上野
幌東小学校）に分かれて検討することになりました。このニュースについても、部会ごとに発行します。 

～このニュースはまちづくりセンターや児童会館、学校でも配布しています～  
 
９月 16 日（金）午後３時から、上野幌西小学校で第１回南側部

会を開催し、教育委員会へ提出する意見書の内容及び今後の想定ス
ケジュールについて、協議を行いました。 
 

第 12 回検討委員会以降、事務局や各委員に意見などは寄せられ

ていません。 
 

 
下記の検討事項について、協議を行いました。 
 
  

これまでの検討をとりまとめた意見書を作成し、教育委員会へ提出する旨の提案がありました。 
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＜意見書案の概要＞ 
○ 上野幌西小学校と上野幌東小学校を再編し、新設校を設置すること 

○ 新設校は上野幌東小学校の施設を活用すること 

○ 新設校の開校時期は平成 31年４月とすること 

○ 新設校の通学区域は上野幌西小学校と上野幌東小学校の現在の通学区域を合わせたものとすること 

○ 新設校の名称については引き続き検討を行い、別途意見書を提出すること 

○ 通学距離が長くなる児童がいることから、学校、保護者、地域等は、これまで以上に連携を深め、通

学安全に関する取組を充実させていくことが必要と考える。教育委員会はこれらの取組に協力し、児

童が安全に通学できるよう十分配慮すること 

○ 児童や保護者、学校間の交流事業等を実施し、安心して開校を迎えられるように配慮すること 

○ 両校の児童が新たな気持ちで新設校に通学できるよう、必要な学校施設の整備等十分に配慮すること 

○ 新設校においては、両校の特色ある教育内容や歴史等も踏まえながら「魅力ある新しい学校づくり」

を進めることができるよう十分配慮すること 

○ 上野幌西小学校の跡活用については、別途検討を行うこととするが、地域の意見を十分に聞きながら、

この地域の活性化に資する活用方法を検討すること 
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今後の想定スケジュールや検討が必要な項目等について説明がありました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  各委員から主に以下のようなご意見がありました。 
 
 
●これまでの検討委員会で話し合ってきたことがまとめられている
意見書になっており、これでいいのではないか。 

 
●これまでの長期間の検討で機は熟していることを、意見書の中で強
調し、引き続きスピード感を持って統合に向けた取組を進めていく
べきではないか。 

 
●上野幌西小学校の跡活用に関する項目に「子育てしやすいまち」、
「子どもが安心して暮らせるまち」になるよう検討するという表現
を加えてはどうか。 

 
●跡活用に関しては、子育て世代や子どもたちだけに限定せず、高齢
者も含めたすべての世代にとって一層魅力ある地域になるように
という表現にしたほうが良いのではないか。 

 
 
 

    

今後の想定スケジュールについて 

委員からの意見 

■意見書案について 
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●統合に向けた細かな検討は引き続き部会で継続していくことにな
ると思うので、意見書については本日の検討を踏まえて部会代表に
一任し、教育委員会に提出してもらうことでいいのではないか。 

 
 
 
●施設改修の予算を確保するためにどのような手続を踏むのか。 
（事務局回答） 
 今年度は市の財政担当部門に「設計費」の要求を行い、市議会等の
議論を経て予算が認められれば、来年度から設計に着手します。ま
た、「工事費」については、設計の内容等を踏まえて来年度に別途
要求することになります。 

  
●開校前に全ての工事を終わらせることはできないのか。 
（事務局回答） 
 必要となる教室整備等は開校前に終了します。ただし、工事期間が
限られており、夏休みや冬休みにしかできない工事もあるため、一
部改修については、開校後も引き続き工事を行う場合があります。 
 
●説明会はいつ頃開催するのか。 
（事務局回答） 
 児童の通学安全等についても議論したうえで、今年度中に開催した
いと考えています。 

  
 
 
●南側部会のニュースの配布範囲はどうなるのか。 
（事務局回答） 
 上野幌西小学校と上野幌東小学校の保護者へ学校を通じて配布す
るほか、南側区域の町内会で回覧したいと考えています。 

 なお、4 校の校区内の保育園や幼稚園については、南側部会と北側
部会のニュースの両方を配架する予定です。 

  
●通学安全や見守り活動の検討は、この部会に参加している町内会関
係者だけではなく、国道の南側の全ての町内会長に参加してもらい
議論してはどうか。 

 
●ＰＴＡも統合し新しい組織を作る必要があるので、両校のＰＴＡの
情報交換や話し合いも必要になるのではないか。 

 
 
 

■その他 

■今後の想定スケジュール
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南側部会は、厚別南町内会連合会の代表３名、上野幌西小学校と

上野幌東小学校のＰＴＡ代表各３名、学校長２名に有識者２名を加
え、以下の１３名で運営していきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
第１回の南側部会では以下のことを決定しました。 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 第２回南側部会は、通学安全等を議題に 11 月頃の開催を予定し
ています。 
 

■ ご意見･ご質問は、下記の検討委員会事務局までお寄せください ■   
■ 上野幌・青葉地域 小規模校検討委員会 事務局 ■ 
札幌市教育委員会 生涯学習部 学校施設課（学校規模適正化担当） 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西２丁目 ＳＴＶ北２条ビル 
ＴＥＬ 011-211-3836 / ＦＡＸ 011-211-3837 

Ｅ－mail  gakkokibo@city.sapporo.jp 
※ 検討委員会ニュースは、札幌市教育委員会ホームページにも掲載しています。 

http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/kentoutiiki.html 
 

 
・意見書は概ね提案のとおりとする。細かい表現については部会での検討内容を
踏まえ、部会代表に一任する。 
 
・平成 31 年４月の新設校（統合校）の開校を目指し、引き続き通学安全や新設
校の名称等について協議を進める。       

安 島 秀 好   上野幌東小学校ＰＴＡ  会 長  
井 出 光 典   上 野 幌 西 小 学 校  校 長  
北 嶋 雅 見   道銀地域総合研究所  業務部長 司会委員 
髙 村   誠   美 し が 丘 緑 小 学 校  校 長 統合経験者 
田 村 芳 子   上野幌東小学校ＰＴＡ  元副会長  
波多野 達 郎   道営厚別団地自治会  会 長  
平 岡 英 志   上野幌中央連絡協議会  会 長  
廣 奥 玲 子   上野幌東小学校ＰＴＡ  書 記  
福 田 綾 乃   上野幌西小学校ＰＴＡ  副会長  
前 田 真 希   上野幌西小学校ＰＴＡ  副会長  
光 本 裕美子   上野幌西小学校ＰＴＡ  副会長  
吉 岡 敏 幸   厚別南町内会連合会  副会長 部会代表 
吉 田 雅 昭   上 野 幌 東 小 学 校  校 長  

（五十音順・敬称略） 

決定事項 

部会の委員一覧 
 

第２回の南側部会 
について 


